


第１号 市指定文化財の種別変更について 

 
以下の市指定文化財の種別変更について、貴審議会の御意見を求めます。 

 
指 定 名 称：郷学戩穀堂の碑 

指 定 種 別：史跡 

指定年月日：平成８年３月８日 

所 在 地：岩槻区本町６丁目 

指 定 理 由：郷学戩穀堂の碑は、岩槻の久保宿町（現岩槻区本町）の藩医篠崎振鐸の意思 

を継いだ子の遒鐸とその孫の学司が、岩槻藩の許可と藩儒児玉南柯の援助を 

得て、文化８（１８１１）年に篠崎家宅内に創設した郷学校（藩校と寺子屋 

の中間に位置する教育機関）である郷学戩穀堂の開設を記念し建立された。 

記念碑として、郷学校が存在したことを示す役割に本質的価値を認められ、 

指定に至っている。 

現 状：文化財保護法では、「貝づか、古墳、都城跡、城跡、旧宅その他の遺跡で我が 

国にとつて歴史上又は学術上価値の高いもの」（第２条第１項第４号）として 

の「記念物のうち重要なものを史跡」（第１０９条第１項第１号）として類型 

化しており、一般的にエリアを伴って指定されるが、郷学戩穀堂の碑について 

は、指定時には郷学校の敷地を保護するための史跡としてのエリア指定はさ 

れず、埼玉県の旧跡制度と同様エリア指定を伴わない指定がされたと推測 

される。 

所在地での保存管理、活用、相続での維持、継承が難しく、石碑や説明板が脇 

の細い路地から遠巻きに見ることしかできない現状を受け、所有者から、石碑 

解体のうえ、史跡を含む土地を更地にして売却する意向を受ける中で、郷学校 

の存在を示す貴重な石碑としての価値、指定の位置付けに立ち返り、岩槻地域 

で立ち入ることができ人の目に触れることのできる資料館などへの移設によ

り、文化財の保存・継承・活用に向けた方策について検討したい。 

種別変更案：有形文化財（歴史資料） 
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現状写真 

石碑記銘文 

※ 岩槻市史金石資料編より（写） 

石碑 説明板 

現状（細い路地から見た石碑、説明板） 石碑 


